
令和 6 年能登半島地震における地震火災について 

2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分に能登半島北部で発生した地震は，多数の家屋倒壊や津波に

よる被害を与えたが，この地震に伴って地震火災も複数発生している．このなかには，能登

町白丸，珠洲市宝立町での火災など隣棟延焼にまで至った火災も確認されているが，なかで

も震度 6 強を観測した輪島市の河井町朝市通り周辺で出火した火災は，およそ 300 棟が延

焼した甚大な被害となった(参考文献：1)．近年に発生した大規模な市街地火災としては，

2016 年 12 月に発生した糸魚川市大規模火災が記憶に新しい．糸魚川市大規模火災は，木造

住宅が密集した地域という地域特性と，新潟地方気象台が強風注意報を発表するほどの風

速 10 m/s を超えた強風という自然条件，そしてこれによる飛び火に伴う同時多発的な延焼

拡大によって，焼失棟数 147 棟，焼失面積約 30,213 ㎡という甚大な被害となっている．し

かしながら，輪島市の河井町朝市通り周辺での大規模延焼は，現時点で糸魚川市大規模火災

をこえる焼失棟数となっている．日本火災学会地震火災専門委員会は，この火災について現

地調査を行った．ここでは，その調査結果をはじめとして，現時点で得られる情報から，こ

の火災に関する概要を速報する．調査概要は下記のとおり． 

 

調 査 日 時：2024 年 1 月 6 日 9:10-12:43 

調  査  者：廣井悠（東京大学教授，日本火災学会・地震火災専門委員会），大津山堅介

（同・特任講師），苫米地毅大（同・研究生） 

天  候：晴れ，雨，雹 

調査目的：①空撮ではわからない詳細な延焼範囲の確定と出火点付近の調査，②焼け止ま

りの記録，③周辺の火の粉の飛散記録，④出火点付近の住民ヒアリング 

 

１．出火について 

【調査概要】 

 出火点：延焼エリア南西部 1 カ所（放送された空撮の火災映像，及び住民ヒアリングに

よる）  

 出火時刻：おそらく地震直後（住民ヒアリングによる） 

 出火原因：不明 

【考察】 

 大地震時は建物倒壊，火気器具の転倒，電気火災など様々な原因で火災が発生することが

知られており，総務省消防庁によれば令和 6 年能登半島地震では 2024 年 1 月 11 日現在で

17 件の地震火災が下表のように報告されている(参考文献：2)．このなかで，輪島市河合町

で発生した火災における出火原因は，現時点で不明である．なお，出火点付近では建物倒壊

もみられている．住民ヒアリングやヘリ映像等を見る限り，この大規模延焼に至った火災の



出火点は南西部で発生した 1 点と考えられる．総務省消防庁の被害報によれば，輪島市では

この大規模延焼となった火災以外の地域で 2 件の火災が発生しており，合計 3 件の火災が

発生した (参考文献：2)．一方で，これまでの調査によれば，2011 年 3 月昼に発生した東

日本大震災時は震度 6強以上における出火率は 1 万世帯あたり 0.4 件(参考文献：3)，2016

年 4 月夜に発生した熊本地震時は震度 6 強以上における出火率が 1 万世帯あたり 0.2 件程

度であることが分かっている(参考文献：4)．世帯数 11,405 世帯（令和 5年 12 月 1 日現在）

の輪島市内(参考文献：5)で 3 件の火災はこれまでの地震火災より多いこととなるが，今回

の地震は冬に発生しており暖房器具を使っている世帯も多いであろうことの他，甚大な建

物倒壊の影響もあるのではないかと考えられる． 

出火時刻は近隣住民へのヒアリングより，地震直後と推定される（近隣住民によれば，出

火はおそらく直後，建物が燃えているのを最初に見たのが 17 時くらいとのこと）．地震火災

は同時多発火災の危険性が広く知られているが，大規模延焼した範囲での出火点が 1 点と

考えられ，かつ必ずしも強風ではない状況でも，地震時はこのような大規模延焼に至ってし

まうという危険性が改めて顕在化した． 

 

表 令和６年能登半島地震における地震火災（2024 年 1 月 11 日現在，参考文献 2 より） 

 

 

２．延焼について 

【調査概要】（図参照） 

 延焼棟数：306 棟（地理院地図からの推定，実際には地震前の滅失建物あり） 

 焼失範囲の面積：約 52,000 ㎡（推定，ただし焼失範囲内の道路や空地も含む） 

【考察】 

調査で得られた延焼範囲と地理院地図を比較し，延焼棟数は 306 棟と推測される．ただ

し，地理院地図と比較すると地震前に建物が滅失して空地になっていることも確認でき，あ
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くまで推測となる．焼失範囲の面積は，焼失範囲内の空地や道路も含めて約 52,000 ㎡と推

定された．なお国土地理院は焼失範囲の面積を 48,000 ㎡としているが，これは国土地理院

が衛星画像から推定した延焼範囲と比べ，焼失範囲南西部に差異があることによるものと

考えられる(参考文献：1)． 

このような被害に至った原因として，ひとつに地域特性が挙げられる．焼失エリアは木造

住宅が建て詰まっている地域であり，1,000 年以上続く朝市で古い家屋も多かったという

報道もあることから(参考文献：6)，延焼危険性は高かったことが想像される．また住民ヒ

アリングやヘリ映像によれば LPG ボンベによる爆発とみられる現象があったことから，こ

れが延焼を助長した可能性もある．全体としては，糸魚川市大規模火災よりも強く燃えてい

る傾向にある．この原因は木造密集地域であったことに加え，地震による建物の損壊・倒壊

とそれによる建築部材のはみだし，および建物の外壁部材の損傷による防火性能低下，そし

て消防活動の困難性などが影響していると考えられる． 

次に，糸魚川市大規模火災で甚大な被害の要素となった自然条件（風速）であるが，現時

点ではアメダスのデータが更新されていない．しかしながら，地震発生前の 1日 16 時時点

で 1.4 m/s ということ(参考文献：7)，そしてヘリ映像からは，火の粉の飛散は一定程度確

認できるものの，煙の立ち上る角度などから，糸魚川市大規模火災時ほど風速が強かったわ

けではなさそうである．また現地調査における近隣住民のヒアリングでは，最初ほぼ無風で，

その後緩い南風（住民の方によればあっても 5 m/s，おそらく 3-4 m/s とのこと）が吹いた

という．延焼もこのように，出火点付近から西側，南側に延焼したのち，北側に延焼，特に

北側の延焼については，さらにその東側に延焼，最終的には海水を自然水利とした消防活動

によって止まっている．ヘリ映像から，17:30 から 20:00 の間に出火点付近から朝市通り

（東西）手前まで 100 m 火災が進展している．これによれば，延焼速度は 1 時間あたり 40m

と推測される．また住民ヒアリングによれば，7,8 時間で北側まで燃えたということであ

る．出火点付近から北端まで約 200 m であることから，8 時間で最低 200 m 進んだことに

なるため，この場合は，延焼速度は最低でも 1 時間あたり 25 m くらいであったと推測され

る．それゆえ，延焼速度は 1 時間あたり 25m から 40m となるが，20 時の時点で朝市通り（東

西）から南側へ放水していることがヘリ映像から確認できる．それゆえ，消防力がほとんど

ない中での延焼速度は 1 時間あたり 40m に近い可能性もある．東京消防庁によれば，阪神・

淡路大震災時に風速 1 m/s で延焼速度は 1 時間あたり 20 m，風速 3.9m/s で 1 時間あたり

73m であることが知られているので，阪神・淡路大震災と同程度の延焼速度と考えられる． 

また，焼失範囲の北側の浜通りを隔てた北西付近の 2 軒の住宅は焼失していないが，火の

粉の飛散が見られた．焼失範囲の南東の，焼失範囲と同じ街区内にある 2 軒の住宅には延焼

していないが，風向きの影響が大きいとのことである（住民ヒアリングによる．消防による

放水もしていたとのこと）．北西側の馬出し小路の延焼は，海水を自然水利とした消防によ

る放水で止まったという． 

 



３．消火について 

【調査概要】 

 消火栓：使えず（住民ヒアリングによる） 

 防火水槽：一部が使えたが，一部は道が電柱でふさがって使えず（住民ヒアリングによ

る） 

 自然水利：川の水は困難であった，北側で海水は使えた（住民ヒアリングによる） 

 

【考察】 

 地震時は浄水場や水道管の被害をはじめとした様々な理由で断水することがある．今回

の地震でも焼失地域では断水の影響で消火栓がつかえないことから消火活動がままならず，

また道路の破断によってポンプ車の到着が遅れたこと，そして一部の防火水槽が地震で倒

れた電柱にふさがれて使えなかったことが，住民ヒアリングから判明した．さらに，報道に

よればポンプ車の倉庫が壊れてポンプ車を出すのに時間がかかったことや，川が普段の水

量の半分くらいしかなく，川の水を自然水利として使うことも困難であったことが分かっ

ている(参考文献：8)． 

他方で当日は地震直後より大津波警報が発表され，輪島市では 1.2m の津波が到達した状

況であった．ハザードマップによれば，当該地区は出火点付近を含め，焼失範囲はほとんど

が津波浸水想定区域内で，津波到達時間も 0-5 分と非常に早いということが予想されてい

る(参考文献：9)．近隣住民へのヒアリングによれば，地震直後は多くの人が避難していた

ようであり，また避難していない人は多くが自宅にいたという． 

これまでの調査によれば，これまでの地震では，震度 6 強において 2 割前後の初期消火

ができている（東日本大震災 23.5%，熊本地震 16.7%）(参考文献：10)．また平成 19 年 3 月

25 日 9 時 41 分に発生した能登半島地震（震度 6 強・七尾市，輪島市，穴水町）では住宅火

災が起きておらず，この時はアンケートにより住民の 50%が地震発生後 10 分以内に火気器

具の火の始末をしていたことが分かっている(参考文献：11)．家屋倒壊の影響が甚大であっ

たことや，津波により初期消火，延焼防止活動，救助活動など初期の災害対応ができなかっ

た可能性も否定できない．報道では「海側は津波が怖く，海水を使っての消火が難しかった」，

「津波警報が出ている最中は海岸に近づけず、海水は使えなかった」などの住民らによる複

数の証言もあった(参考文献：12)． 

どのようなこととなるかわからない中で，初期消火や延焼防止活動をどのように積極的

に行うのか、避難や助け合いでどのように人命を確保するのかについては地震火災への対

応を考える上で非常に難しい論点となる(参考文献：13)．この点は今後の調査結果次第であ

るが，海沿いの密集市街地などマルチハザードリスクが高い場所における災害対応を考え

る上で，今回の地震火災は非常に重要な教訓を残した災害と言えるかもしれない． 

（文責・日本火災学会地震火災専門委員会・廣井悠，北後明彦，成瀬友宏，鍵屋浩司，

岩見達也，村田明子，髙梨成子） 



 

 

 

図 現地調査や報道ヘリ映像から推定される出火エリア，延焼範囲，延焼動態，消防活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

写真 1 浜通り東側から南方向を撮影     写真 2 浜通り西側から南方向を撮影 

  

写真 3 川沿いの北西部から東方向を撮影  写真 4 川沿いの南西部から南方向を撮影 

  

写真 5 出火エリア付近から北方向を撮影  写真 6 焼失範囲南東部から北方向を撮影 



  

写真 7 東西にのびる朝市通りから東方向を撮影    写真 8 東西に延びる朝市通り（西部分）から北方向を撮影 

 

  

写真 9 東西に延びる朝市通り（東部分）から北方向を撮影 写真 10 馬出し小路の焼けどまり南側から北方向を撮影 

 

写真 11 伊右エ門小路の焼けどまり南側から北方向を撮影 
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